
   
 

 
         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九 

谷 

六 

口 

『 

黒 

猫 

の 

溜 
息 
』 

～ 

ま
、
人
間
と
は
こ
ん
な
も
の 
～ 

 

く
た
に 

 
 

む
く
ち 
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人 
 

物 
黒
猫 

 
 
 
 
 
 
 

…
… 

年
取
っ
た
メ
ス
猫 

犬
塚
隼
人 

 

…
… 

会
社
員 

犬
塚
桃
子 

 
…
… 

隼
人
の
妻 

犬
塚
倫
子 

 

…
… 
犬
塚
家
長
女
・
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン 

犬
塚
栗
子 

 

…
… 

犬
塚
家
次
女
・
高
校
生 

吉
村
良
雄 

 

…
… 

区
役
所
職
員 

 
 

（53） （56） （17） （22） （58） 



3 

 

○
犬
塚
家
・
俯
瞰
（
朝
） 

 
 

 

二
階
建
て
の
豪
華
な
今
風
の
家
々
の
間
に
、

生
垣
に
囲
ま
れ
た
古
風
な
木
造
平
屋
の

家
。 

 

○
同
・
縁
側
・
中
（
朝
） 

 
 

 

ガ
ラ
ス
戸
を
通
し
て
朝
日
が
差
す
中
、
黒

猫
が
体
を
丸
め
て
寝
て
い
る
。 

 
 

 

セ
ー
ラ
ー
服
姿
の
犬
塚
栗
子 

が
鞄
を
持

っ
て
ド
タ
ド
タ
と
来
て
猫
の
傍
に
両
膝

を
立
て
て
座
る
。 

栗
子
「
タ
マ
、

暖
あ
っ
た

か
で
ち
ゅ
ね
」 

 
 

 

と
頭
や
背
中
を
撫
ぜ
廻
す
。 

 
 

 

☓ 
 

 

☓ 
 

 

☓ 

 
 

 

濃
い
目
の
化
粧
を
し
た
ス
ー
ツ
姿
の
犬
塚

倫
子 

が
猫
の
傍
に
立
ち
、 

倫
子
「
ク
ロ
ッ
！ 

あ
ん
た
、
ま
だ
居
る
の
ッ
！
」 

 
 

と
顔
を
し
か
め
て
歩
い
て
い
く
。 

 
 

犬
塚
隼
人 

が
左
脇
に
鞄
を
抱
え
、
ネ
ク

タ
イ
を
締
め
な
が
ら
猫
の
傍
に
座
り
、 

（17） 

（22） 

（56） 
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犬
塚
「
モ
モ
は
、
い
つ
も
、
し
じ
ゅ
か
で
良
い
子

で
ち
ゅ
ね
ぇ
」 

 
 

 

と
腹
を
撫
ぜ
る
。 

黒
猫
Ｎ
（
落
ち
着
い
た
女
の
声
）「
フ
フ
、
旦
那
様
、

桃
子
奥
さ
ま
が
来
ま
し
た
よ
」 

 
 

 

犬
塚
の
後
ろ
に
犬
塚
桃
子 

が
眉
を
顰ひ

そ

め

て
立
つ
。 

桃
子
「
ね
ぇ
、
こ
の
ノ
ラ
猫
、
モ
モ
な
ん
て
呼
ば

な
い
で
よ
。
そ
れ
っ
て
私
へ
の
当
て
付
け
！
」 

犬
塚
「
頬
っ
ぺ
た
が
桃
み
た
い
じ
ゃ
な
い
か
」 

桃
子
「
黒
い
桃
な
ん
て
な
い
わ
よ
。
と
に
か
く
、

そ
の
名
前
は
止
め
て
。
食
べ
る
ん
で
し
ょ
う
」 

犬
塚
「
当
た
り
前
だ
」 

 
 

 

と
二
人
が
縁
側
に
続
く
食
堂
に
行
き
、
テ

ー
ブ
ル
に
座
る
。
猫
が
食
堂
を
見
る
。 

黒
猫
Ｎ
「
私
、
こ
の
縁
側
が
気
に
入
っ
ち
ゃ
っ
… 

…
か
れ
こ
れ
三
ヶ
月
。
も
う
他
の
家
に
行
く
気 

は
な
い
わ
。
で
も
…
…
こ
こ
の
家
族
は
、
バ
ラ 

バ
ラ
」 

桃
子
「
私
、
猫
、
大
嫌
い
！ 

飼
う
の
イ
ヤ
！
」 

（53） 
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犬
塚
「
お
陰
で
鼠
が
大
人
し
く
な
っ
た
じ
ゃ
な
い

か
」 

桃
子
「
そ
も
そ
も
鼠
と
同
居
し
て
い
る
な
ん
て
、

今
時
な
い
わ
よ
。
ね
ぇ
、
建
て
替
え
ま
し
ょ
う

よ
」 

犬
塚
「
駄
目
。
爺
さ
ん
が
昭
和
初
期
に
建
て
た
日

本
家
屋
だ
。
文
化
的
に
も
価
値
が
あ
る
」 

桃
子
「
阿
保
く
さ
っ
！ 

貴
方
、
遅
刻
す
る
わ
よ
」 

 
 

 

そ
そ
く
さ
と
立
ち
上
が
る
犬
塚
。 

 

○
同
・
食
堂
・
中
（
夜
） 

 
 

 

桃
子
と
栗
子
、
テ
ー
ブ
ル
に
座
り
食
事
を

し
て
い
る
。
猫
が
傍
に
来
て
寝
そ
べ
る
。 

栗
子
「
板
壁
の
家
な
ん
て
…
…
恥
ず
か
し
く
っ
て 

 

友
達
も
呼
べ
な
い
」 

桃
子
「
そ
う
よ
ね
。
そ
ろ
そ
ろ
建
て
替
え
よ
ね
」 

栗
子
「
ね
ぇ
、
お
父
さ
ん
に
言
っ
て
よ
」 

 
 

 

ガ
タ
ッ
と
音
が
し
て
、
赤
い
顔
を
し
た
倫

子
が
入
っ
て
来
る
。 

倫
子
「
何
し
て
る
の
？
」 
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栗
子
「
見
れ
ば
判
る
で
し
ょ
う
。
夕
飯
よ
」 

倫
子
「
あ
っ
、
そ
う
。
じ
ゃ
ー
、
私
、
寝
る
わ
」 

 
 

 

と
部
屋
を
出
て
行
こ
う
と
す
る
。 

桃
子
「
倫
子
、
好
い
加
減
に
し
な
さ
い
よ
」 

倫
子
「
何
が
…
…
お
酒
？ 

良
い
じ
ゃ
な
い
。
私 

 

が
稼
い
だ
お
金
を
ど
う
使
お
う
が
」 

桃
子
「
全
く
情
け
な
い
わ
。
私
は
、
酒
飲
み
に
育

て
た
積
り
は
な
い
わ
よ
」 

倫
子
「
あ
～
ら
、
辛
気
臭
い
こ
ん
な
古
び
た
家
に

暮
せ
ば
、
こ
う
な
っ
ち
ゃ
う
の
よ
。
お
父
さ
ん

に
言
っ
と
い
て
。
建
て
替
え
よ
、
こ
ん
な
家
」 

栗
子
「
建
て
替
え
に
は
賛
成
で
す
が
、
お
酒
と
は

関
係
な
い
と
思
い
ま
す
」 

倫
子
「
煩
い
わ
ね
！ 

蛾
鬼
が
と
や
か
く
言
う
ん

じ
ゃ
な
い
の
」 

栗
子
「
あ
～
ら
、
随
分
な
事
を
言
う
わ
ね
。
ブ
ス

に
お
綺
麗
で
す
わ
な
ん
て
オ
ベ
ッ
カ
使
っ
ち

ゃ
っ
て
さ
。
適
当
に
顔
を
い
じ
り
巻
く
っ
て
、

お
金
、
稼
い
で
る
く
せ
に
。
何
が
エ
ス
テ
テ
ィ

シ
ャ
ン
よ
！
」 
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倫
子
「
シ
ョ
ン
ベ
ン
臭
い
高
校
生
が
、
煩
い
わ
よ
」 

 
 

 

猫
が
、
ニ
ャ
～
オ
と
鳴
く
。 

倫
子
「
あ
～
イ
ヤ
だ
。
古
び
た
家
に
黒
猫
。
ま
る 

 

で
化
け
猫
屋
敷
だ
わ
」 

と
食
堂
を
出
て
行
く
。
猫
が
栗
子
の
膝
に

飛
び
乗
る
。
栗
子
、
猫
を
撫
で
る
。 

桃
子
「
問
題
は
お
金
ね
。
ど
う
せ
、
あ
ん
た
は
私 

 

立
大
学
だ
ろ
う
し
…
…
入
学
金
や
学
費
…
…
」 

 
 

 

栗
子
、
首
を
竦
め
、
猫
を
椅
子
に
置
い
て

部
屋
を
出
る
。 

 
 

 

桃
子
、
物
思
い
に
耽
っ
て
い
る
。 

 
 

 

ネ
ク
タ
イ
を
緩
め
、
顔
を
赤
く
し
た
犬
塚

が
入
っ
て
来
る
。 

犬
塚
「
お
茶
漬
け
！ 

ウ
ィ
ッ
！
」 

 
 

 

桃
子
、
同
じ
姿
勢
。
犬
塚
が
座
っ
て
、 

犬
塚
「
オ
イ
ッ
！ 

亭
主
が
お
茶
漬
け
と
言
っ
て 

 

る
ん
だ
ぞ
！
」 

 
 

猫
、
犬
塚
の
膝
に
飛
び
乗
る
。 

犬
塚
「
お
～
モ
モ
か
。
良
い
子
で
ち
ゅ
ね
～
」 

桃
子
「
そ
の
名
前
、
止
め
て
よ
。
ね
ぇ
、
建
て
替
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え
」 

犬
塚
「
（
キ
ッ
パ
リ
と
）
そ
ん
な
金
は
な
い
」 

桃
子
「
取
締
役
は
無
理
な
ん
で
し
ょ
う
。
ね
ぇ
、

早
期
退
職
に
応
募
し
た
ら
。
退
職
金
、
割
り
増

し
に
な
る
じ
ゃ
な
い
。
部
長
っ
て
言
っ
た
っ
て

何
日
ク
ビ
に
な
る
か
判
ら
な
い
ん
だ
し
。
今
の

う
ち
よ
」 

犬
塚
「
ナ
ニ
ー
ッ
！
」 

 
 

 

と
猫
を
床
に
置
き
、
立
ち
上
が
る
。 

犬
塚
「
俺
が
、
ど
れ
だ
け
頑
張
っ
て
い
る
の
か
、 

 

お
前
に
は
判
ら
な
い
の
か
！
」 

 
 

と
部
屋
を
出
る
。
猫
が
桃
子
の
足
を
舐
め

る
。 

桃
子
「
キ
ャ
ー
ッ
！
」 

 
 

 

と
飛
び
退
く
。 

 

○
同
・
食
堂
・
中
（
朝
） 

 
 

 

縁
側
に
寝
そ
べ
る
猫
が
見
え
る
。 

桃
子
と
普
段
着
の
犬
塚
、
食
事
を
し
て
い

る
。 
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桃
子
「
区
役
所
の
人
が
来
る
っ
て
。
何
な
の
？
」 

犬
塚
「
（
笑
顔
で
）
実
は
な
…
…
」 

 
 

 

栗
子
が
顔
を
出
す
が
犬
塚
を
見
て
引
返
す
。 

 
 

 
パ
ジ
ャ
マ
姿
の
倫
子
が
来
る
が
、
犬
塚
を

見
て
、 

倫
子
「
あ
ら
、
居
た
の
」 

 
 

 

と
欠
伸
を
し
な
が
ら
部
屋
を
出
る
。 

猫
Ｎ
「
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
り
ま
す
よ
」 

犬
塚
「
（
怒
っ
て
）
何
だ
、
う
ち
の
娘
は
。
挨
拶
も

し
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
お
前
の
躾
が
悪
い
ん
だ

よ
」 

桃
子
「
あ
ら
、
何
で
も
私
の
所
為
に
し
な
い
で
よ
。

ナ
ニ
よ
、
建
て
替
え
も
出
来
な
い
く
せ
に
。
娘

た
ち
も
呆
れ
て
る
の
よ
。
甲
斐
性
な
し
！
」 

犬
塚
「
（
立
ち
上
が
り
、
大
声
で
）
ナ
ニ
ッ
！ 

言

っ
て
良
い
事
と
悪
い
事
が
あ
る
。
謝
れ
！
」 

 
 

 

倫
子
と
栗
子
が
廊
下
か
ら
二
人
を
見
て
い

る
。
桃
子
、
立
ち
上
が
っ
て
、 

桃
子
「
だ
っ
て
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
ご
近
所
は
チ

ャ
ン
と
し
た
家
な
の
に
、
う
ち
は
何
よ
！ 

こ
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ん
な
時
代
遅
れ
の
家
！
」 

犬
塚
「
そ
ん
な
に
、
こ
の
家
が
イ
ヤ
な
の
か
！ 

じ

ゃ
ー
、
お
前
た
ち
み
ん
な
出
て
行
け
！
」 

倫
子
「
そ
ん
な
の
横
暴
よ
！
」 

栗
子
「
私
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
違
っ
て
未
成
年
で 

 

す
か
ら
ね
。
出
て
行
き
ま
せ
ん
」 

倫
子
「
未
成
年
な
ん
て
関
係
な
い
わ
よ
」 

栗
子
「
未
成
年
保
護
法
が
あ
る
の
！
」 

猫
Ｎ
「
こ
う
な
る
と
、
い
つ
も
滅
茶
苦
茶
で
す
。 

 

あ
ら
、
誰
か
来
た
よ
う
で
す
よ
」 

 
 

 

ピ
ン
ポ
ー
ン
！ 

四
人
が
同
じ
方
向
を
向

く
。 

 

○
同
・
居
間
・
中
（
朝
） 

 
 

 

丸
縁
眼
鏡
を
掛
け
た
吉
村
良
雄 

が
、
犬

塚
と
桃
子
の
前
に
座
り
、
栗
子
と
パ
ジ
ャ

マ
姿
の
倫
子
が
入
り
口
に
立
っ
て
三
人

を
見
て
い
る
。 

縁
側
か
ら
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
猫
。 

吉
村
、
低
姿
勢
に
な
り
、
ず
り
落
ち
る
眼

（58） 
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鏡
を
上
げ
な
が
ら
、 

吉
村
「
先
程
、
大
き
な
声
が
…
…
も
し
、
お
取
り 

 
込
み
中
で
し
た
ら
、
日
を
改
め
て
…
…
」 

犬
塚
「
構
い
ま
せ
ん
。
い
つ
も
の
事
で
す
か
ら
」 

吉
村
「
い
つ
も
の
事
な
ん
で
す
か
…
…
で
、
で
は
。

（
キ
リ
ッ
と
し
て
）
文
化
財
保
護
条
例
に
則
り
、

区
教
育
委
員
会
に
て
犬
塚
邸
を
登
録
す
べ
し

と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
」 

 
 

 

エ
ッ
と
驚
く
桃
子
、
倫
子
、
栗
子
。 

犬
塚
が
、
ど
う
だ
！ 

と
の
顔
を
す
る
。 

桃
子
「
こ
、
こ
の
ボ
ロ
家
が
、
で
す
か
？
」 

吉
村
「
ボ
ロ
な
ど
と
、
文
化
財
に
対
し
失
礼
で
す
。

こ
の
邸
宅
は
切
妻
と
入
母
屋
の
屋
根
。
壁
は
下

見
板
張
り
、
一
部
が
漆
喰
。
非
常
に
珍
し
く
、

永
く
区
の
文
化
財
と
し
て
保
護
、
管
理
を
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
」 

桃
子
「
あ
の
ー
、
断
っ
て
も
良
い
ん
で
す
か
？
」 

吉
村
「
今
ま
で
断
っ
た
方
は
お
り
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
、
教
養
が
高
く
、
文
化
に
対
す
る
理
解
も
深
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く
、
併
せ
て
知
識
人
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」 

桃
子
「
じ
ゃ
ー
、
断
っ
た
ら
…
…
」 

吉
村
「
は
い
、
全
く
逆
方
向
の
ご
家
族
と
…
…
」 

倫
子
「
そ
れ
っ
て
、
脅
迫
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

吉
村
「
い
え
、
一
般
常
識
論
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
、

ど
う
致
し
ま
す
」 

犬
塚
「
（
威
厳
を
持
っ
て
）
勿
論
、
Ｏ
Ｋ
で
す
。
但

し
、
庭
内
、
屋
内
は
非
公
開
と
の
条
件
で
」 

吉
村
「
勿
論
で
す
。
登
録
後
、
区
報
で
公
示
さ
れ

ま
す
の
で
鑑
賞
に
訪
れ
る
方
々
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
出
来
ま
し
た
ら
生
垣
は
そ

の
ま
ま
で
」 

栗
子
「
私
、
ジ
ロ
ジ
ロ
見
ら
れ
る
な
ん
て
ヤ
ダ
わ
」 

吉
村
「
は
い
。
こ
の
よ
う
な
価
値
あ
る
日
本
邸
宅

に
住
ま
わ
れ
る
犬
塚
家
は
、
由
緒
あ
る
ご
家
系

の
方
々
と
、
尊
敬
の
眼
差
し
が
集
る
か
と
思
い

ま
す
」 

 
 

 

女
三
人
、
顔
を
見
合
わ
せ
、 

女
三
人
「
尊
敬
の
眼
差
し
…
…
」 

犬
塚
「
で
、
管
理
と
か
修
繕
は
ど
う
な
り
ま
す
」 
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吉
村
「
は
い
、
区
か
ら
補
助
金
が
出
ま
す
」 

女
三
人
「
補
助
金
！
」 

イ
ソ
イ
ソ
と
吉
村
の
傍
に
来
る
。 

 

○
同
・
縁
側
・
中
（
朝
） 

猫
が
、
ノ
ン
ビ
リ
と
横
に
な
っ
て
い
る
。 

パ
ジ
ャ
マ
姿
の
犬
塚
が
猫
の
傍
に
座
る
。 

犬
塚
「
モ
モ
ち
ゃ
ん
は
ね
ぇ
、
文
化
財
に
住
ん
で

る
ん
で
ち
ゅ
よ
。
凄
い
で
ち
ゅ
ね
ー
」 

薄
化
粧
の
桃
子
が
後
ろ
に
来
る
。 

桃
子
「
そ
の
呼
び
方
、
止
め
て
よ
。
貴
方
、
休
み

の
日
は
キ
チ
ン
と
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
文
化
財

を
見
に
来
る
人
が
い
ま
す
か
ら
」 

猫
Ｎ
「
フ
フ
、
奥
様
は
、
身
奇
麗
に
し
て
笑
顔
を

絶
や
し
ま
せ
ん
」 

 
 

 

犬
塚
と
桃
子
、
食
堂
に
行
き
食
ベ
出
す
。 

 
 

 

ド
タ
ド
タ
ッ
と
Ｇ
パ
ン
姿
の
栗
子
が
来
る
。 

栗
子
「
タ
マ
ち
ゃ
ん
、
元
気
で
ち
ゅ
か
」 

 
 

 

と
食
堂
を
覗
き
、 

栗
子
「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
図
書
館
に
行
っ
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て
き
ま
～
す
」 

 
 

 

と
笑
顔
で
出
て
行
く
。 

猫
Ｎ
「
フ
フ
、
栗
子
さ
ん
、
日
本
の
文
化
財
に
興

味
を
持
っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
で
す
」 

着
飾
っ
た
倫
子
が
来
る
。 

倫
子
「
ク
ロ
ち
ゃ
ん
、
元
気
。
あ
た
し
、
デ
ー
ト

よ
」 

と
食
堂
を
覗
き
、 

倫
子
「
夕
方
、
彼
を
連
れ
て
来
る
か
ら
ね
」 

犬
塚
「
オ
イ
！ 

彼
っ
て
、
ど
の
彼
だ
」 

倫
子
、
ニ
ヤ
ッ
と
笑
い
、
出
て
い
く
。 

犬
塚
「
誰
に
似
た
ん
だ
、
ま
っ
た
く
」 

 
 

 

猫
が
、
ニ
ャ
～
オ
と
鳴
く
。 

桃
子
「
貴
方
、
ご
近
所
が
ね
、
こ
の
ノ
ラ
の
こ
と

血
統
書
付
き
の
猫
で
す
か
っ
て
…
…
。
た
だ
の

黒
猫
で
す
よ
っ
て
答
え
た
ら
、
ま
ー
ご
謙
遜
を

だ
っ
て
。
オ
ホ
ホ
」 

犬
塚
「
じ
ゃ
ー
、
飼
っ
て
も
良
い
ん
だ
な
」 

桃
子
「
勿
論
よ
。
今
更
、
ノ
ラ
な
ん
て
言
え
な
い

わ
」 
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犬
塚
、
呆
れ
顔
で
桃
子
を
見
る
。 

猫
が
体
の
向
き
を
変
え
、
庭
の
方
を
向
く
。 

猫
Ｎ
「
フ
フ
、
こ
れ
で
、
私
も
死
ぬ
ま
で
日
向
ぼ

っ
こ
が
出
来
そ
う
で
す
。
で
も
…
…
ま
だ
、
私

の
名
前
は
、
バ
ラ
バ
ラ
…
…
。
あ
～
ァ
、
早
く

決
め
て
欲
し
い
の
に
」 

 
 

 

と
大
き
な
伸
び
を
す
る
。 


